　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2022年度　第1回事例検討会（後期研修E講座）　のご案内

【日時】令和4年12月18日（日）
（予定）9時～9時20分受付　　9時40分開始～3時間程度（上限12名、発表人数で変動あり）
【場所】群馬大学昭和キャンパス　保健学科ミレニアムホール　中講義室
【発表方法】座長は生涯学習部員が務めます。発表形式はパワーポイントで行います。レジュメを用意する必要はありません。1人30分（発表15分+質疑応答15分）で発表します。
【発表者】
対象：①群馬県理学療法士協会入会3年目以上で登録理学療法士の未取得者
　　　　②後期研修「E-1神経系理学療法学」「E-2運動器障害系理学療法学」「E-3内部障害系理学療法学」の未修了者
申請方法：発表希望者は事例検討会担当者宛（下記のアドレス宛）にメール連絡をお願いします。
　　　　　メール連絡の際には、会員番号、名前、性別、生年月日、所属施設、発表の領域（E-1、E-2、E-3のいずれか）を記載してください。数日以内に確認の返信メールを送信します。なお、申し込みは先着順とし、定員となった場合は申請期間中であっても受付を締め切らせていただきます。
申請期間：令和4年8月7日（日）～令和4年10月16日（日）締め切り厳守
　　　　　11月の情報配信で仮プログラムの案内を掲載しますので必ず確認をお願いします。事前登録したのに仮プログラムに名前がない場合は、必ず問い合わせ先までメールをお願いします。
発表準備：パワーポイントで作成してください。生涯学習部で発表用パソコンは準備しますので、当日はUSBメモリでデータを持参してください。自身のパソコンを持参しても可能です。レジュメの用意は必要ありません。査読については、今回の発表では必須としませんが、可能な範囲で職場の先輩等に内容を確認していただくことを推奨します。また、症例のプライバシー保護には十分留意するようにお願い致します。
発表内容：発表例として、見出しの項目を提示しますので参考にしてください。例ですので、必ずこの項目で発表しなければならないというものではありません。
【はじめに】　【症例紹介】⇒個人情報に配慮　【評価・問題点】　【治療目標および治療プログラム】
【治療経過】　【最終評価】　【考察】　【まとめ】
【参考文献】(a) 雑誌の場合　著者名・表題・雑誌名・巻号・頁・発行年
(b) 書籍の場合　著者名・本名・版・出版社・発行年
[bookmark: _GoBack]著者が2名以上の場合は最初の1名を書き、他は・他とする。
同意書：倫理的配慮から、症例に対しては必ず書面で同意書を頂くことを義務付けております。発表する予定の症例から事前に所定の書式で同意書を頂いてください。書式は群馬県理学療法士協会ホームページからダウンロードして使用して下さい。当日は本人用のコピーを提出しないと単位を認めません。
　　　　　本人用：発表者が同意書を基に症例に発表の説明をし、同意を得られたらサインを頂き、コピーしたものを当日持参し、原本は患者様に渡して下さい。
　　　　　病院・施設用：発表者が病院・施設の代表者に説明し、発表の許可を得たらサインを頂き保管して下さい。

【注意事項】
※聴講のみの参加者の事前登録は、仮プログラムが掲載された11月の情報配信以降になります。
※発表者も聴講者として参加することから、聴講のみの参加者と同様にマイページでの事前登録が必要となりますので、11月の情報配信以降、忘れずに事前登録をお願いします。
※当日は、自身の発表により1コマ、他者の発表の１聴講ごと1/3コマの単位が認められます。
※事例検討会の発表データ作成および事例検討会「E-1、E-2、E-3」の単位認定に関するご質問・お問い合わせについては、下記のアドレスにメールでお問い合わせ下さい。また、問い合わせに対し、こちらが返信メールをしても受信されていないことがあります。必ず返信メールが受けられるように設定をして下さい。
※詳細、変更がある場合は今後、群馬県理学療法士協会配信、群馬県理学療法士協会ホームページにてお知らせしますので各自で確認をお願いします。
※本案内が、貴施設の対象の会員に向けて配信されていないようでしたら、回覧して下さい。

＜令和4年度の生涯学習部事業予定＞
令和5年2年12日（日）第2回事例検討会　単位：E-1、E-2、E-3

＜申請先・問い合わせ先＞
群馬県理学療法士協会　学術局生涯学習部
　橋場聡志（桐生厚生総合病院）　　
E-mail：riha01@kosei-hospital.kiryu.gunma.jp



